
令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート 新規 ・ 継続 資料１−１

■ ■

令和 6 年 4 月 8 年 3 月

■ 審議会等 ■ 審議会等
■ パブリックコメント □ パブリックコメント
□ 市⺠説明会 □ 市⺠説明会
■ ワークショップ ■ ワークショップ
■ 市⺠及び来庁者ｱﾝｹｰﾄ、市⺠ﾌｫｰﾗﾑ） ■ その他（ 市⺠及び来庁者ｱﾝｹｰﾄ ）

２ 市⺠参加⽅法の予定と実績
（１）審議会等

〜 〜

未定 人 ： 未定 人 8 人 ： 2 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
□ □ ■ 無※ □ □ ■ 無※

備考

※庁舎整備に関する基本構想を策定する
ものであるため、年度毎の実績はなし

備考

※庁舎整備に関する基本構想を策定するも
のであるため、年度毎の実績はなし
議事録URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/chous
yaseibishingikai.html

周知⽅法 市公式ウェブサイト 周知⽅法 市公式ウェブサイト

活用⽅法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 現庁舎の課題等についての意見を参考とし
た

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

内容
R6：庁舎整備の検討経過について
R7：素案作成・パブコメについて

内容 R6：庁舎整備の検討経過について

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

開催日
R6：2月
R7：4、6、8、10、2月

開催日 R6：2/3

回数 6 回数 1

委員構成内訳
公募市⺠２人、学識経験者２人、
公共的団体６人、

委員構成内訳
公募市⺠１人、学識経験者４人、
公共的団体５人

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
委員任期 R7.2 審議期間 委員任期 R7.2.3 審議期間

備考

審議会等の名称 安城市庁舎整備審議会 設置根拠 法律・条例

市⺠参加の
手法

予 定（R6,R7） 実 績（R6）

その他（

（効果があった点等）
市⺠参加の手法を複数組み合わせ、市⺠の多様
な意見が反映されるよう努める。

市⺠参加の手法を複数組み合わせ、市⺠の多様な意見
を把握することができた。

１ 概要
対象事項の

概要
庁舎整備に伴い、庁舎整備基本構想を策定する。

ガイドライン
の遵守

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
「市⺠参加を推進するためのガイドライ
ン」(４〜９⾴)のチェック項目を確認した

「市⺠参加を推進するためのガイドライン」(４
〜９⾴)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和 （2年間）

資料６
作成日： R7.2.14

Ｎｏ． 1 対象事項 安城市庁舎整備基本構想の策定
課名 資産経営課 対象区分 （２）計画の策定・変更

〜
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（２）パブリックコメント

7 年 12 月頃 〜
日間 日間

件 件 人

8 年 3 月頃

（４）ワークショップ

6 年 月頃
7 年 月頃

回 回

80 人 人/回 計 47 人

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □

備考 備考
掲載URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/c
housyakenkyusitsu.html

周知⽅法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト 周知⽅法 市公式ウェブサイト、市公式LINE

活用⽅法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 市⺠目線の課題や求めることを把握できた

成果物の公開 公開 非公開 成果物の公開 公開 非公開
傍聴 公開 非公開 傍聴 公開 非公開

構成内訳
（R6）公募市⺠５０人
（R7）公募市⺠３０人

構成内訳 R6:公募市⺠１６⼈、市職員９⼈

メンバーの公募 する しない メンバーの公募 した しなかった

内容

（R6）
１ 現庁舎の課題抽出
２ 庁舎に求めること・庁舎整備手法
（R7）未定

内容 １ 庁舎タンケン！現況の強みと弱み
２ つくろう！過ごし方の物語

人数 延べ 人数 25

回数 4 回数 2

場所
（R6）未定
（R7）へきしんギャラクシープラザ

場所 R6:へきしんギャラクシープラザ

開催日
令和 12〜１ 開催日 R6:11/10、12/8
令和 ７〜８

備考 備考

予 定（R6,R7） 実 績（R6）

工夫点

・担当課窓口だけでなく複数の市の施
設等に設置し、より多くの市⺠の目に
触れるようにする
・市⺠協働課が実施するパブリックコ
メントに関するｅモニターアンケート
に掲載を依頼し、計画の周知を図る

意見の反映

結果公表時期 令和 結果公表時期

周知⽅法
（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ
ト、公⺠館（11か所）、図書情報館
（アンフォーレ内）、行政課窓口等

周知⽅法
（設置場所）

想定件数 100 提出件数

意見募集期間 令和 意見募集期間
日数 30 日数

予 定（R7） 実 績

2



（５）その他（市⺠アンケート）

6 年 8 月頃 〜
部 部

郵送 部
web 部

6 年 11 月頃

（５）その他（来庁者アンケート）

年 月頃 〜
部 部

年 月頃

（６）その他（市⺠フォーラム）

7 年 10 月頃
日間 日間

人 人

■ □ □ □

なし

備考 備考

３ 実施期間以外での市⺠参加の実績について

周知⽅法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト 周知⽅法

活用⽅法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映

公開 公開 非公開 公開 公開 非公開

人数 100 人数
構成内訳 市⺠ 構成内訳

場所 アンフォーレ 場所
内容 未定 内容

開催日 令和 開催日
回数 1 回数

備考 備考

予 定（R7） 実 績（R7）

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和7年1月
活用⽅法 意見の反映 庁舎整備基本構想の基礎資料とする

回収数 491 部 （回収率 − ％）

配布予定数 配布数 −

回収見込数 部 （回収率 ％）

調査⽅法 調査⽅法
各課窓口及び庁舎１階ロビーでの調査
員による配布

調査時期 令和 調査時期 R6.8.1 R6.8.7

調査対象 調査対象 来庁者
抽出⽅法 抽出⽅法

備考 来庁者アンケートも検討する 備考

予 定（R6） 実 績（R6）

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和7年1月
活用⽅法 基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 庁舎整備基本構想の基礎資料とする

回収数 815 （回収率 43.4 ％）
488

配布予定数 3,000 配布数 3,000

回収見込数 1,800 部 （回収率 60 ％）

調査⽅法 調査票郵送配布、郵送・Web回収 調査⽅法 調査票郵送配布、郵送・Web回収
調査時期 令和 調査時期 R6.7.29 R6.8.19

調査対象 市内在住1８歳以上の男女 調査対象 市内在住1６歳以上の男女
抽出⽅法 無作為抽出 抽出⽅法 無作為抽出

予 定（R6） 実 績（R6）

予定調査時は
未定
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令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート（対象事項の概要）

R6:

R7:

・

 ・

・
 ・

 ・

特記事項なし
■補足説明・現行計画の概要

審議会② 審議会③ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ③ 審議会④
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ④

審議会⑤
市⺠ﾌｫｰﾗﾑ

パブリックコメント 審議会⑥

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

審議会①

R７年度

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ②
市⺠アンケート

来庁者アンケート

3月

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ①

9月 10月 11月 12月 1月 2月

市⻑選挙におけるマニフェストで「⼤規模災害に対応する防災センター機能を持つ市⺠に開かれた庁
舎の構築」が掲げられている。
令和５年３月議会で市⻑が「庁舎整備に向けた組織体制やプロセスなどについて、内部会議体を⽴ち
上げ協議を進めてまいります」との答弁をしている。
以上により、建て替えを含めた庁舎の在り⽅を総合的に検討する時期に来ていることから、庁舎整備
の⽅針を明らかにするため、構想の策定を目指す。

■策定期間における市⺠参加のスケジュール
R６年度

4月 5月 6月 7月 8月

令和３年度末に庁舎整備基金条例を制定している。

意見を反映できる余地 余地がある ・ ある程度余地がある ・ あまり余地がない
予算額

18,095 千円

上記の理由
法令等による制限がなく、市の判断により内容を検討しつつ
構想が策定可能であるため。

18,007 千円

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

現庁舎の課題の解決のため、庁舎整備の⽅針を明らかにし、基本となる⽅向性を定める。

■策定の根拠（背景）
現庁舎は⽼朽化、分散化、狭あい化等の問題を抱えており、市⺠サービスと業務効率の低下を招いて
いる。

Ｎｏ． 1 対象事項 安城市庁舎整備基本構想の策定

課名 資産経営課 対象市⺠ 全安城市⺠

様式１−２
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令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート 新規 ・ 継続

■ ■

令和 7 年 3 月 8 年 3 月

■ 審議会等 ■ 審議会等
■ パブリックコメント □ パブリックコメント
□ 市⺠説明会 □ 市⺠説明会
□ ワークショップ □ ワークショップ
■ アンケート ） □ その他（ ）

２ 市⺠参加⽅法の予定と実績
（１）審議会等

〜 〜

14 人 ： 4 人 14 人 ： 4 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

備考 ※令和5年度末の予定照会時は未定のため
令和6年度予定未評価

備考

議事録URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/siminsan
katokyodo/siminsanka/singikai/kankyousingik
ai/index.html

周知⽅法 市公式ウェブサイト 周知⽅法 市公式ウェブサイト

活用⽅法 計画改定案の審議 意見の反映
計画の改定方針やアンケート調査票の
内容について審議を行った

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

内容
R6：改定⽅針、アンケートについて
R7：改定案、パブリックコメントに
ついて

内容 R6：改定⽅針、アンケートについて

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

R6：３月 R6：3/14

回数 4 回数 1

委員構成内訳
公募市⺠3人、学識経験者2人、各種
団体の代表者12人、関係行政機関の
職員1人

委員構成内訳
公募市⺠3人、学識経験者2人、各種団
体の代表者12人、関係行政機関の職員
1人

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

開催日 R7：10、12、3月 開催日

予 定（R6※,R7） 実 績（R6）
委員任期 R5.10.20 R7.10.19 委員任期 R5.10.20 R7.10.19

備考 ※令和5年度末の予定照会時は未定のため令和6年度予定未評価

審議会等の名称 安城市環境審議会 設置根拠 法律・条例

市⺠参加の
手法

予 定（R6※,R7） 実 績（R6）

その他（

（効果があった点等）
市⺠参加の手法を3つ組み合わせ、市⺠の多様な
意見が反映されるよう努める。

≪シート作成時点では市⺠参加実施前につき
未回答≫

１ 概要
対象事項の

概要
計画に「社会情勢の変化などを勘案し、概ね5年を目処に適宜改定を行う。」と記載している
ため、計画策定から5年目にあたる令和7年度に改定を行う。

ガイドライン
の遵守

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
「市⺠参加を推進するためのガイドライ
ン」(４〜９⾴)のチェック項目を確認した

「市⺠参加を推進するためのガイドライン」(４
〜９⾴)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和 （1年1か月間）

資料１−１
作成日： R7.2.13

Ｎｏ． 2 対象事項 第2次安城市環境基本計画の改定
課名 環境都市推進課 対象区分 （２）計画の策定・変更

〜
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（２）パブリックコメント

7 年 12 月頃 〜
日間 日間

件 （前回9件 3人） 件 人

8 年 3 月頃

（５）その他（アンケート）

7 年 5 月頃 〜
部
部

部

郵送 部
Web 部

7 年 10 月頃

なし

（回収率 ％）

配布予定数

備考 備考

①市⺠:2,000
②事業者:400

配布数

回収見込数
①市⺠:800

②事業者:160
部
部

（回収率 40 ％） 回収数

３ 実施期間以外での市⺠参加の実績について

結果公表時期 令和 結果公表時期

活用⽅法 安城市の現状及び計画進捗の把握 意見の反映

調査⽅法 調査票郵送配布、郵送・web回収 調査⽅法
調査時期 令和 調査時期

調査対象
①市内在住18歳以上の男女、②市内
事業者

調査対象

抽出⽅法 無作為抽出 抽出⽅法

備考 備考

予 定（R7） 実 績

工夫点

・市の施設等に設置し、より多くの市
⺠の目に触れるようにする
・市公式LINEを活用し、オンライン
回答の周知に努める
・市⺠協働課が実施するパブリックコ
メントに関するｅモニターアンケート
に掲載を依頼し、計画の周知を図る

意見の反映

結果公表時期 令和 結果公表時期

周知⽅法
（設置場所）

広報あんじょう、市公式LINE、市公
式ウェブサイト、公⺠館（11か
所）、市⺠交流センター、図書情報館
（アンフォーレ内）、環境都市推進課
窓口

周知⽅法
（設置場所）

想定件数 10 提出件数

意見募集期間 令和 意見募集期間
日数 30 日数

予 定（R7） 実 績
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令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート（対象事項の概要）

・

・

現行計画の基本理念は維持しながら、計画期間前期４年間の進捗状況や社会情勢の変化を踏まえ、計画記載
内容の見直しを実施する。

＜第2次安城市環境基本計画＞
環境の保全及び創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を目的とする。
目指すまちの姿 「環境負荷の少ない、人と自然が共生しているまち」
柱１ 生活環境保全
  ①きれいな空気を保つ ②水環境を良くする ③騒音・振動・悪臭などを防止する
柱２ 自然・都市共生

①農地・水辺地を守る ②樹木・草花を生み出す
柱３ 資源循環

①ごみの発生を抑制する ②リサイクルを推進する ③適正なごみ処理を行う
柱４ 地球温暖化対策

①省エネルギーに取り組む ②再生可能エネルギーを活用する ③ガソリンなどの使用量を減らす
土台 環境学習・環境行動

①情報を発信する・収集する ②学ぶ・体験する ③行動する

審議会④

■補足説明・現行計画の概要

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ
ｺﾒﾝﾄ

アンケート

審議会② 審議会③

R７年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

審議会①

3月

■計画期間
令和3（2021）年4月〜令和13（2031）年3月 （10か年）

■策定期間における市⺠参加のスケジュール
R６年度

市⻑は、環境の保全及び創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、安城市環境基本計
画（以下「環境基本計画という。）を定めなければならない。

意見を反映できる余地 余地がある ・ ある程度余地がある ・ あまり余地がない
予算額

4,000 千円

上記の理由 既にある計画の改定のため。 （R7年度執行予定）

【事業概要及びスケジュール】
■計画の概要

安城市環境基本条例に基づき、環境の保全及び創造に関する施策を定める。
■策定の根拠（背景）

安城市環境基本条例第9条

Ｎｏ． 2 対象事項 第2次安城市環境基本計画の改定

課名 環境都市推進課 対象市⺠ 全安城市⺠

様式１−２

7



令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート 新規 ・ 継続

■ ■

令和 6 年 10 月 8 年 3 月 （１年６か月間）

■ 審議会等 ■ 審議会等
■ パブリックコメント □ パブリックコメント
□ 市⺠説明会 □ 市⺠説明会
■ ワークショップ ■ ワークショップ
■ アンケート ） ■ その他（ アンケート ）

２ 市⺠参加⽅法の予定と実績
（１）審議会等

〜 〜

4 人 ： 2 人 4 人 ： 2 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
□ □ ■ 無 □ □ ■ 無※2

備考

・専門的な見地で意見を求めるため公
募市⺠なし
※令和5年度末の予定照会時は未定のため
令和6年度予定未評価 備考

※1専門的な見地で意見を求めるため公
募市⺠なし
※2地区公園の再整備に関する基本構想
（コンセプト）を策定するものである
ため、年度毎の実績はなし
議事録URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/tanoshimu/ko
en/tikukouensakuteiiinkai.html

周知⽅法 市公式ウェブサイト 周知⽅法 市公式ウェブサイト

活用⽅法 計画策定のための基礎資料 意見の反映
専門的見地からの意見を業務に反映し
た

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開
会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

回数 5 回数 2
内容 基本構想案について 内容 基本構想案について

開催日 R6：1、3月 開催日 R6：1/16、3/18
R7：6、9、12月

委員構成内訳
学識経験者3人、公共的団体2人、企
業関係者1人

委員構成内訳
学識経験者3人、公共的団体2人、企業
関係者1人 ※1

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

予 定（R6※,R7） 実 績（R6）
委員任期 R7.1.16 R8.3.31 委員任期 R7.1.16 R8.3.31

備考 ※令和5年度末の予定照会時は未定のため令和6年度予定未評価

審議会等の名称 地区公園基本構想策定委員会 設置根拠 法律・条例

ガイドライン
の遵守

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
「市⺠参加を推進するためのガイドライ
ン」(４〜９⾴)のチェック項目を確認した

「市⺠参加を推進するためのガイドライン」(４
〜９⾴)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和

市⺠参加の
手法

予 定（R6※,R7） 実 績（R6）

その他（

（効果があった点等）
市⺠参加の手法を4つ組み合わせ、市⺠の多様な
意見が反映されるよう努める。

アンケートを実施し、市⺠の意見を把握できた。

１ 概要
対象事項の

概要
地区公園再整備基本構想を策定する。

資料１−１
作成日： R7.2.25

Ｎｏ． 3 対象事項 地区公園再整備基本構想の策定
課名 公園緑地課 対象区分 （２）計画の策定・変更

〜
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（２）パブリックコメント

7 年 9 月頃 〜
日間 日間

件 件 人

7 年 11 月頃

（４）ワークショップ

7 年
回 回

人 人／回 計 41 人

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □

（５）その他（アンケート）

6 年 10 月頃 〜
部 部

郵送 部
Web 部

7 年 9 月頃

なし

備考 ※令和5年度末の予定照会時は未定のため
令和6年度予定未評価

備考

３ 実施期間以外での市⺠参加の実績について

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和7年9月頃

活用⽅法 公園のニーズの把握 意見の反映
意見は、専門家による委員会やワーク
ショップの資料として活用する

回収数 304 （回収率 46.4 ％）392

配布予定数 1,500 配布数 1,500

回収見込数 693 部 （回収率 46 ％）

調査⽅法 調査票郵送配布、郵送・web回収 調査⽅法 調査票郵送配布、郵送・web回収
調査時期 令和 調査時期 R6.10.16 R6.11.8

調査対象 市内在住15歳以上の男女 調査対象 市内在住15歳以上の男女
抽出⽅法 無作為抽出 抽出⽅法 無作為抽出

備考
※令和5年度末の予定照会時は未定のため
令和6年度予定未評価

備考
掲載URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/tanoshim
u/koen/tikukoen-workshop.html

予 定（R6※） 実 績（R6）

周知⽅法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト 周知⽅法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト
活用⽅法 公園基本構想策定のための基礎資料 意見の反映 4つの公園の魅力について意見交換できた

成果物の公開 公開 非公開 成果物の公開 公開 非公開
傍聴 公開 非公開 傍聴 公開 非公開

メンバーの公募 する しない メンバーの公募 した しなかった

人数 40 人数 41
構成内訳 公園利用者や市⺠など 構成内訳 公園利用者や市⺠など

場所 アンフォーレ、へきしんギャラクシープラザ 場所 アンフォーレ
内容 公園の将来像について考える 内容 公園の将来像について考える

開催日 令和 2、5、8、11月頃 開催日 R7.2.23
回数 4 回数 1

備考 備考

予 定（R6※,R7） 実 績（R6）

工夫点

・市の施設等に設置し、より多くの市
⺠の目に触れるようにする
・市⺠協働課が実施するパブリックコ
メントに関するｅモニターアンケート
に掲載を依頼し、計画の周知を図る

意見の反映

結果公表時期 令和 結果公表時期

周知⽅法
（設置場所）

広報あんじょう、市公式LINE、市公
式ウィブサイト、市⺠交流センター、
公⺠館（11か所）、図書情報館（ア
ンフォーレ内）、公園緑地課窓口

周知⽅法
（設置場所）

想定件数 5 提出件数

意見募集期間 令和 意見募集期間
日数 30 日数

予 定（R7） 実 績

9



令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート（対象事項の概要）

委員会③ 委員会④ 委員会⑤

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ
ｺﾒﾝﾄ

ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ④

ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ②

ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ③

委員会① 委員会②

R７年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アンケート
ﾜｰｸ

ｼｮｯﾌﾟ①

■計画期間

令和8年度〜 ※終了時期未定

■策定期間における市⺠参加のスケジュール
R６年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月

意見を反映できる余地 余地がある ・ ある程度余地がある ・ あまり余地がない
予算額

R6：  4,000 千円

上記の理由 安城市独自の構想であるため R7：28,000 千円

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要
地区公園の施設状況、利用状況、⽴地特性やポテンシャル等を評価しつつ、新たなニーズを取り入れ
た公園リノベーションにより、利用価値や魅力の向上に資する地区公園再整備の基本構想を策定す
る。

■策定の根拠（背景）
 市内4箇所に点在する地区公園（以下「地区公園」という。）は、開園から25年以上が経過し、施
設の⽼朽化が進んでいることに加え、一部の施設で更新時期を迎えるなど再整備が必要になってい
る。また、部分的な修繕や改修により、新旧の施設が混合するなど公園全体の統一性や魅力が失われ
つつある。
 この状況を踏まえ、地区公園の再整備に向けて、ワークショップ等を通して公園利用者や市⺠の皆
様と一緒に魅力あふれる公園のアイデアを考え、計画を策定する。

Ｎｏ． 3 対象事項 地区公園再整備基本構想の策定

課名 公園緑地課 対象市⺠ 全安城市⺠

様式１−２

10



令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート 新規 ・ 継続

■ ■

令和 7 年 1 月 7 年 7 月

■ 審議会等 ■ 審議会等
■ パブリックコメント □ パブリックコメント
□ 市⺠説明会 □ 市⺠説明会
□ ワークショップ □ ワークショップ
□ ） □ その他（ ）

２ 市⺠参加⽅法の予定と実績
（１）審議会等

〜 〜

6 人 ： 3 人 6 人 ： 3 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

備考
※令和5年度末の予定照会時は未定のため
令和6年度予定未評価

備考
議事録URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/
suido/gesuido/singikai/singikai.html

周知⽅法 市公式ウェブサイト 周知⽅法 市公式ウェブサイト

活用⽅法
意見を参考に水道料金改定案を作成し、
その内容を経営戦略に反映させる

意見の反映 意見を参考に水道料金の改定を検討中

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

内容
・適正な水道料金のあり⽅について
・経営戦略の見直しについて

内容 R6:適正な水道料金のあり⽅について

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

開催日
R6：1/22、3/26(7/22、10/7、
11/18は市⺠参加実施期間外）
R7：7月

開催日
R6：1/22、3/26(7/22、10/7、
11/18は市⺠参加実施期間外）

回数 3 回数 2

委員構成内訳
公募市⺠2人、学識経験者3人、
各種団体の代表者4人

委員構成内訳
公募市⺠2人、学識経験者3人、
各種団体の代表者4人

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

予 定(R6※,R7） 実 績（R6）
委員任期 R6.7.11 R8.7.10 委員任期 R6.7.11 R8.7.10

備考 ※令和5年度末の予定照会時は未定のため令和6年度予定未評価

審議会等の名称 水道事業及び下水道事業審議会 設置根拠 法律・条例

市⺠参加の
手法

予 定(R6※,R7） 実 績（R6）

その他（

（効果があった点等）
市⺠参加の手法を2つ組み合わせ、市⺠の多様な
意見が反映されるよう努める。

審議会を開催し、市⺠・事業者・学識経験者等様々な
⽴場の委員から意見を聞き取ることができた。

１ 概要
対象事項の

概要
「適正な水道料金のあり方」で審議した水道料金改定の内容を令和5年8月に策定した現経営
戦略に反映する。

ガイドライン
の遵守

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
「市⺠参加を推進するためのガイドライ
ン」(４〜９⾴)のチェック項目を確認した

「市⺠参加を推進するためのガイドライン」(４
〜９⾴)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和 （７か月間）

資料１−１
作成日： R7.2.21

Ｎｏ． 4 対象事項 安城市水道事業経営戦略の見直し
課名 水道業務課 対象区分 （２）計画の策定・変更

〜
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（２）パブリックコメント

7 年 5 月頃 〜
日間 日間

件 （中間見直しでは0件） 件 人

7 年 7 月頃

＜令和６年度実績＞
審議会３回開催(7/22、10/7、11/18）

備考 備考

３ 実施期間以外での市⺠参加の実績について

工夫点 見直した箇所をわかりやすく示す 意見の反映

結果公表時期 令和 結果公表時期

周知⽅法
（設置場所）

広報あんじょう、市公式LINE、市公
式ウェブサイト、公⺠館（11か
所）、図書情報館（アンフォーレ
内）、市⺠交流センター、水道業務課
窓口

周知⽅法
（設置場所）

想定件数 未定 提出件数

意見募集期間 令和 意見募集期間
日数 30 日数

予 定（R7） 実 績
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令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート（対象事項の概要）

R6:
R7:

・

・

・

・

■補足説明・現行計画の概要
経営の基本⽅針

1 暮らしを支え、信頼され続ける水道【持続】
ア 経営基盤の強化
イ ⽼朽化対策の強化
ウ 広域連携の推進と技術の継承
エ 水道サービスの向上

2 安全で安心して使える水道【安全】
ア 水源及び水質の安全性確保の充実

3 災害に強く、安定供給ができる水道【強靭】
ア 水道施設の耐震化
イ 危機管理体制の強化

ﾊﾟﾌﾞｺﾘｯｸ
ｺﾒﾝﾄ

審議会③

審議会① 審議会②

R７年度
4月 5月 6月 7月

1月 2月 3月

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要
「適正な水道料金のあり⽅」で審議した水道料金改定の内容を令和5年8月に策定した現経営戦略に
反映する。

■策定の根拠（背景）
県営水道料金の値上げ、原材料費やエネルギーコストの上昇などの外部要因が水道事業運営コストの
上昇を引き起こした。加えて、人口減少による水道料金収入の推計見直しも必要となるなど、経営環
境が変化している。
令和６年の能登半島地震後、改めて水道管の耐震化工事の必要性が高まり、主要な水路や病院・避難
所への配水管路の耐震化と、全避難所への応急給水装置設置を優先的に進めることとなったため、こ
れらの整備に係る投資額や財源等を検討する必要性が生じた。
上記などを理由に「適正な水道料金のあり⽅について」が審議され、その結果を現行の経営戦略に反
映させるため。

■計画期間
令和7年度〜令和16年度（10か年）

■策定期間における市⺠参加のスケジュール
R６年度

意見を反映できる余地 余地がある ・ ある程度余地がある ・ あまり余地がない
予算額

10,473
千円

上記の理由 市の現状に合わせて見直しを実施するため。 214

Ｎｏ． 4 対象事項 安城市水道事業経営戦略の見直し

課名 水道業務課 対象市⺠ 全安城市⺠

様式１−２

委託料と審議会費。
審議会は下水道課とともに運営しており、
審議会費は折半。
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令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート 新規 ・ 継続

■ ■

令和 6 年 4 月 8 年 3 月

■ 審議会等 ■ 審議会等
■ パブリックコメント □ パブリックコメント
□ 市⺠説明会 □ 市⺠説明会
■ ワークショップ ■ ワークショップ
■ アンケート ） ■ その他（ アンケート ）

２ 市⺠参加⽅法の予定と実績
（１）審議会等

〜 〜

12 人 ： 6 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

資料１−１
作成日： R7.2.22

Ｎｏ． 5 対象事項 安城市生涯学習推進計画（生涯学習・スポーツ）の策定
課名 生涯学習課・スポーツ課 対象区分 （２）計画の策定・変更

市⺠参加の
手法

予 定（R6,R7） 実 績（R6）

その他（

（効果があった点等）
原則として、委員には、公募の市⺠を含む。
アンケートは回答しやすい内容を検討する。

市⺠参加の手法を複数行った。中でもアンケートの対
象を拡⼤したことで様々な意見を聞くことができた。

１ 概要
対象事項の

概要
安城市生涯学習推進計画（生涯学習・スポーツ）を策定する。

ガイドライン
の遵守

予 定 実 績
「市⺠参加を推進するためのガイドライ
ン」(４〜９⾴)のチェック項目を確認した

「市⺠参加を推進するためのガイドライン」(４
〜９⾴)のチェック項目を遵守した

（重視した点等）

実施期間 令和 （2年間）

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
委員任期 R6.4.1 R8.3.31 委員任期 R6.4.1 R8.3.31

備考

審議会等の名称 生涯学習推進計画（生涯学習・スポーツ）策定委員会 設置根拠 規則・要綱等その他

委員構成内訳 公募市⺠4人、社会教育関係者11人 委員構成内訳 公募市⺠4人、社会教育関係者14人

委員の男女比 （男性：女性） 未定 委員の男女比 （男性：女性）

開催日
R6：8、3月

開催日 R6：10/3、2/14
R7：6、８、11、2月

回数 8 回数 2

委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

内容
R6：現計画進捗管理、ｱﾝｹｰﾄについて
R7：素案作成、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄについて

内容 R6：現計画進捗管理、ｱﾝｹｰﾄについて

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開
議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開

活用⽅法 プラン策定のための基礎資料 意見の反映
アンケート実施方法についてのご意見
を踏まえ、周知場所を増やした

備考 備考
議事録URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/jo
reikeikaku/syougaigakusyu.html

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
周知⽅法 市公式ウェブサイト 周知⽅法 市公式ウェブサイト

〜
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（２）パブリックコメント

7 年 12 月頃 〜
日間 日間

件 （前回６件 １人） 件 人

8 年 2 月頃

（４）ワークショップ

7 年 月頃
回 回

人 人／回 計 20 人

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □

日数 30 日数

周知⽅法
（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ
ト、公⺠館（11か所）等公共施設

周知⽅法
（設置場所）

予 定（R7） 実 績
意見募集期間 令和 意見募集期間

想定件数 未定 提出件数

工夫点

・市の施設等に設置し、より多くの市
⺠の目に触れるようにする
・市⺠協働課が実施するパブリックコ
メントに関するｅモニターアンケート
に掲載を依頼し、計画の周知を図る

意見の反映

予 定（R6,R7） 実 績（R6）
開催日 令和 2~9 開催日 R7.3.1

結果公表時期 令和 結果公表時期
備考 備考

内容 生涯学習についてのワークショップ 内容
生涯学習・スポーツについてのワーク
ショップ

人数 25 人数 20

回数 4 回数 1
場所 へきしんギャラクシープラザ 場所 へきしんギャラクシープラザ

傍聴 公開 非公開 傍聴 公開 非公開

構成内訳 公募市⺠ 構成内訳 公募市⺠
メンバーの公募 する しない メンバーの公募 した しなかった

周知⽅法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト 周知⽅法
広報あんじょう、市公式ウェブサイ
ト、市公式LINE

活用⽅法 プラン策定のための基礎資料 意見の反映 今後のワークショップで意見が出やすくな
るよう参加者同士で議論を深めた

成果物の公開 公開 非公開 成果物の公開 公開 非公開

備考 備考
掲載URL：
https://www.city.anjo.aichi.jp/shis
ei/joreikeikaku/syougaigakusyu.ht
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（５）その他（アンケート）

① 〜
② 〜
③ 〜
④
⑤ 〜

部
部
部
部
部

① 部 （ 39.6 ％）
紙 部

電子 部
② 部 （ 64.0 ％）

電子 部
③ 部 （ 93.3 ％）

電子 部
④ 部 （ - ％）

紙 部
⑤ 部 （ - ％）

紙 部
電子 部

6 年 11 月頃 7 年 2 月頃

調査対象 15歳以上市内在住者 調査対象

①18歳以上市内在住
②中学生
③高校生
④小学生
⑤市⺠団体・スポーツ団体

抽出⽅法 無作為抽出 抽出⽅法

①無作為抽出
②市内中学１年生、２年生
③市内高校１校
④市スポーツ事業実施校
⑤生涯学習及びスポーツ事業の関係団
体、並びに、公共施設を利用する団体

予 定（R6） 実 績（R6）

調査⽅法 調査票郵送配布、郵送・web回収 調査⽅法

①調査票郵送配布、郵送・web回収
②③学校を通じて配布、web回収
④学校を通じて配布、回収
⑤団体への郵送、メール、関連施設に
アンケート設置、郵送・web回収

調査時期 令和 6 年 9 月頃

R6.12.6 R6.12.20

R6.11.15
R6.11.22
R6.12.20

、10、11

配布予定数 3,000 部 配布数

①4,000
②3,541
③  720
④    −

調査時期

R6.10.23
R6.11.5

R6.11.15
R6.12.9

⑤    −

318
75

22
53

結果公表時期 令和 結果公表時期 令和

1,121
461

2,268
2,268

672
672回収見込数 1,500 部 （回収率 50 ％） 回収数

1,582

318

３ 実施期間以外での市⺠参加の実績について
  なし

活用⽅法 プラン策定のための基礎資料 意見の反映
あらゆる世代の市⺠の意見を集めるこ
とができ、今後プラン策定のための基
礎資料とする

備考 備考
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令和６年度（継続） 市⺠参加推進調査シート（対象事項の概要）

R6:

R7:

・

・

主要課題を解決するための推進テーマ
① 市⺠活動・地域活動の担い手育成につながる生涯学習
② 市⺠自ら企画・運営し、市⺠同⼠で、楽しみながら、学び、教える生涯学習
③ ⻑寿社会を地域で豊かに生きるための⼤人の生涯学習
④ ものづくり文化の創造と次世代育成につながる生涯学習
⑤ 場所や時間の制約を受けないオンラインも組み合わせた生涯学習

基本理念 だれもが楽しく、つながり、人とまちの明日を創る 学びあい

■補足説明・現行計画の概要
 現行の「第４次安城市生涯学習推進計画」及び「第２次安城市スポーツ振興計画」がいずれも
令和７年度で終了する。生涯学習とスポーツ振興は、生涯にわたる営みとして豊かな人生と社会の
形成に向けた共通の課題として取り組むことができるものであるため、相互に連携し、総合的かつ
計画的に施策を推進していくために一体的に計画を策定するものとする。

＜第４次安城市生涯学習推進計画＞

パブリック
コメント

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
②

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
③④

委員会⑤ 委員会⑥委員会③ 委員会④

10月 11月 12月 1月 2月 3月

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ①

R７年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月

委員会① 委員会②

各種アンケート

令和8年度〜令和14年度（7か年）
■策定期間における市⺠参加のスケジュール

R６年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

■計画（条例）の概要

生涯学習及びスポーツ振興が相互に連携でき、総合的かつ計画的に施策を推進していく計画

■策定（制定）の根拠（背景）

第9次安城市総合計画の個別計画及びその教育分野を定めた安城市教育⼤綱の分野別計画

■計画期間

意見を反映できる余地 余地がある ・ ある程度余地がある ・ あまり余地がない
予算額

5,390 千円

上記の理由 市の現状に合わせて策定できるため。 5,445 千円

Ｎｏ． 5 対象事項 安城市生涯学習推進計画（生涯学習・スポーツ）の策定

課名 生涯学習課・スポーツ課 対象市⺠ 全安城市⺠

【事業概要及びスケジュール】

様式１−２
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